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一般購読費 ………………………… 一ヶ年 1万2千円

賛助購読費 …………………………… 一ヶ年 3万円

賛助会員購読費 ……………………… 一ヶ年 6万円

特別購読費 …………………………… 一ヶ年 12万円

平成20年（2008年）

3月号

あ
る
「
財
団
法
人
」
が
、
長
年
に

わ
た
り
既
存
の
放
送
局
の
著
作
隣
接

権
を
犯
し
て
番
組
の
コ
ピ
ー
を
販
売

し
て
い
た
と
し
た
ら
、
読
者
は
ど
う

お
考
え
に
な
る
だ
ろ
う
か
。「
公
益

法
人
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
と
お
感

じ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

そ
の
財
団
が
違
法
コ
ピ
ー
販
売
で
上

げ
た
収
益
が
数
億
円
に
達
す
る
と
し

た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。
あ
ろ
う
こ
と

か
、
そ
の
財
団
法
人
と
は
「
人
の
道

そ
し
て
「
金
鶏
神
社
」
の
所
在
地
で

あ
っ
た
。
当
時
、
こ
れ
ら
の
私
塾
を

運
営
し
た
母
体
は
「
財
団
法
人
金
鶏

学
院
」。

だ
が
敗
戦
直
後
の
昭
和
21
年
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
勅
令
に
よ
り
「
財
団
法
人
金

鶏
学
院
」
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
財

団
の
資
産
で
あ
っ
た
同
地
は
国
有
財

産
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
年
の
11

月
、
金
鶏
学
院
お
よ
び
日
本
農
士
学

校
の
卒
業
生
か
ら
な
る
同
窓
会
「
全

国
川
薪
会
」（
以
下
、川
薪
会
）が
、「
こ

の
地
に
金
鶏
神
社
が
存
在
し
た
証
を

残
し
た
い
」
と
の
理
由
か
ら
、
元
神

社
の
鳥
居
木
材
を
角
柱
に
加
工
し
て

同
地
に
木
柱
を
建
て
た
。
彼
ら
の
心

情
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
行
為
は
「
国

有
財
産
で
あ
る
土
地
に
無
届
け
で
勝

手
に
木
柱
を
建
立
し
た
」
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
現
在
の
「
財
団
法
人
郷

学
研
修
所
」
関
係
者
の
多
く
が
川
薪

会
会
員
だ
。

こ
の
木
柱
を
含
む
土
地
は
昭
和
24

年
、
国
有
財
産
払
い
下
げ
の
対
象
と

な
っ
た
。
だ
が
川
薪
会
は
資
金
不
足

か
ら
、
土
地
所
有
権
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
埼
玉
県
が

土
地
保
有
者
と
な
り
、
昭
和
26
年
か

ら
約
13
年
間
、「
県 

立
興
農
研
修
所
」

が
設
立
、
運
営
さ
れ
て
い
た
。

同
地
、
す
な
わ
ち
菅
谷
館
跡
が
国

指
定
史
跡
に
定
め
ら
れ
た
の
は
昭
和

48
年
。
こ
の
と
き
か
ら
、木
柱
は「
公

有
地
に
無
許
可
で
建
て
ら
れ
た
違
法

建
造
物
」
か
ら
、「
文
化
財
保
護
法

に
違
反
す
る
建
造
物
」
へ
と
、
そ
の

性
格
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
52
年
の
あ
る
日
の
夜
…
…
。

木
柱
は
突
如
と
し
て
現
在
の
石
柱
に

建
て
替
え
ら
れ
た
。
郷
学
研
修
所
関

係
者
（
川
薪
会
関
係
者
）
ら
が
役
所

の
休
日
を
ね
ら
い
、
夜
陰
に
隠
れ
て

突
貫
工
事
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
後

に
埼
玉
県
の
所
轄
職
員
が
こ
の
事
実

を
知
り
、
郷
学
研
修
所
の
関
係
者
に

対
し
「
安
岡
正
篤
氏
を
師
事
し
、
人

の
道
を
学
ぶ
人
々
に
闇
討
ち
に
あ
っ

た
」
と
憤
激
、
石
柱
の
建
立
が
違
法

行
為
で
あ
る
こ
と
を
通
達
。
だ
が
石

柱
を
突
貫
的
に
建
立
し
た
関
係
者
ら

の
あ
い
だ
で
は
「
建
て
て
し
ま
え
ぱ

事
実
が
優
先
す
る
」
と
、
違
法
行
為

を
正
当
化
す
る
話
も
交
わ
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

昭
和
59
年
11
月
、「
金
鶏
神
社
奉

賛
会
」
が
結
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
文

化
財
保
護
法
を
犯
し
建
立
し
た
重
量

構
造
物
「
不
思
議
な
石
柱
」
の
場
所

を
本
丸
と
呼
称
し
、
宗
教
神
事
行
為

や
郷
学
研
修
所
の
行
事
に
利
用
し
、

同
財
団
の
「
象
徴
」
と
位
置
づ
け
、

現
在
も
利
用
し
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
。

を
説
き
、
国
家
と
指
導
者
の
あ
り
方

を
論
じ
示
し
た
」
昭
和
の
偉
人
・
安

岡
正
篤
氏
（
１
９
１
８
・
２
・
13
〜

１
８
９
３
12
・
13
）
の
道
徳
を
継

承
す
る
団
体
。
数
々
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
を
与
え
ら
れ
、
今
日
も
な
お

故
人
で
あ
る
氏
を
慕
う
人
々
に
対
し

「
安
岡
人
間
学
」
を
講
義
す
る
公
益

法
人
が
現
在
進
行
形
で
犯
す
、
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
悪
質
な
違
法
行

為
を
、
本
紙
が
独
占
ス
ク
ー
プ
で
お

届
け
す
る
。「
安
岡
ブ
ー
ム
」
の
陰

で
違
法
行
為
を
繰
り
返
し
、
反
省
の

色
さ
え
な
い
同
財
団
の
実
態
こ
そ
は
、

安
岡
正
篤
氏
が
最
も
忌
み
嫌
っ
た
は

ず
の
も
の
だ
。

（
財
）
郷
学
研
修
所
と
は
、
ま
さ

に
「
罪
団
」。「
安
岡
正
篤
」
の
名
前

さ
え
あ
れ
ば
、
何
を
し
て
も
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
本
紙
既
報
の
犯

罪
行
為
、
文
化
財
保
護
法
違
反
を
簡

単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

（
財
）郷
学
研
修
所（
安
岡
正
篤
記
念
館
）が
犯
す
２
大
「
違
法
行
為
」
！

文
化
財
保
護
法
違
反
だ
け
で
は
な
か
っ
た
！

新
た
に
発
覚
し
た
「
著
作
権
法
違
反
」
疑
惑
！

「
安
岡
ブ
ー
ム
」
の
陰
で
ラ
ジ
オ
番
組
の
違
法
コ
ピ
ー
、そ
の
売
り
上
げ
は
約
６
億
円
以
上
!?

人
の
道
に
外
れ
た
順
法
精
神
な
き
財
団
に
「
公
益
法
人
」
の
資
格
な
し
!!

もはや財団ではなく罪団！（
財
）郷
学
研
修
所
の
「
犯
罪
」
そ
の
１
・
歴
然
た
る
文
化
財
保
護
法
違
反
！

国
指
定
史
跡「
菅
谷
館
跡
」を
不
法
占
拠
し
宗
教
行
事
の
場
に
！

本
紙
は
昨
年
12
月
号
に
て
、
埼
玉

県
比
企
郡
嵐
山
町
の
国
指
定
史
跡

「
菅
谷
館
跡
」
を
、
長
年
に
わ
た
り

不
法
占
拠
し
て
い
る
「
謎
の
石
柱
」

に
つ
い
て
報
じ
た
。
鎌
倉
時
代
前
期

の
豪
族
、
畠
山
重
忠
氏
の
館
だ
っ
た

「
菅
谷
館
跡
」
に
、
ま
る
で
ふ
さ
わ

し
く
な
い
御
影
石
の
大
き
な
重
量
建

造
物
が
、
わ
が
も
の
顔
で
居
座
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

誰
が
、
何
の
目
的
で
建
て
た
も
の

な
の
か
…
…
。
近
隣
住
民
さ
え
知
ら

な
い
そ
の
「
正
体
」
と
は
、「
財
団

法
人
郷
学
研
修
所
」
関
係
者
の
私

物
。
郷
学
研
修
所
と
は
、
わ
が
国
を

代
表
す
る
陽
明
学
者
・
東
洋
思
想
家

で
あ
っ
た
故
・
安
岡
正
篤
氏
の
「
安

岡
正
篤
記
念
館
」
や
「
成
人
研
修
会

館
」、
ま
た
同
氏
ゆ
か
り
の
「
日
本

農
士
学
校
」
な
ど
の
蔵
書
を
公
開
す

る
「
恩
賜
文
庫
」
を
擁
す
る
団
体
で

あ
る
。「
倫
理
道
徳
を
説
き
、
人
材

育
成
を
看
板
に
掲
げ
」
て
い
る
こ
の

団
体
は
ま
た
、
財
団
法
人
（
公
益
法

人
）
と
し
て
も
数
々
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

本
紙
が
郷
学
研
修
所
に
問
う
と
財

団
側
は
、
明
ら
か
に
文
化
財
保
護
法

を
犯
し
て
い
る
こ
の
「
石
柱
」
を
、

｢

『
日
本
農
士
学
校
』
卒
業
生
ら
の

同
窓
会
『
川
薪
会
』
が
建
立
し
維
持

し
て
き
た
も
の
」
と
明
言
。
郷
学
研

修
所
職
員
の
多
く
が
川
薪
会
会
員
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上
は
郷
学

研
修
所
と
そ
の
関
係
者
の
私
物
で
あ

る
。
彼
ら
は
石
柱
を
「
本
丸
」
と
称

し
、
ま
た
石
柱
の
場
所
を
「
霊
所
」

と
定
め
、
長
年
に
わ
た
り
「
菅
谷
館

跡
」
と
は
何
の
関
係
も
な
い
宗
教
行

事
に
活
用
。
と
き
に
は
石
柱
の
前
で

記
念
撮
影
ま
で
行
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
倫
理
道
徳
を
説
く
公
益
法

人
が
、
文
化
財
保
護
法
を
犯
し
国
指

定
史
跡
に
不
法
建
造
物
を
建
て
、
長

年
に
わ
た
り
維
持
。
さ
ら
に
史
跡
と

「菅谷館跡」を不法占拠する郷学研修所
関係者の石柱。宗教行事の後、記念撮
影まで行っている

は
何
の
関
係
も
な
い
宗
教
行
事
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
る
異
常
な
状
況

が
「
菅
谷
館
跡
」
で
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

石
柱
の
建
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
る
。

こ
の
石
柱
が
存
在
す
る
場
所
は
、

も
と
も
と
安
岡
正
篤
氏
の
私
塾
「
金

鶏
学
院
」
お
よ
び
「
日
本
農
士
学
校
」、

「
菅
谷
之
荘
七
十
年
史
」
に
記
載
さ
れ
た
「
犯
行
声
明
」

違
法
を
知
り
つ
つ
石
柱
を
建
立
・
開
き
直
る
郷
学
研
修
所
側

も
ち
ろ
ん
財
団
側
に「
菅
谷
館
跡
」

の
土
地
使
用
権
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も

な
い
。
否
、
事
実
を
正
確
に
い
え

ば
、
彼
ら
は
石
柱
の
建
立
が
違
法
行

為
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い

た
。
の
み
な
ら
ず
…
…
あ
ろ
う
こ
と

か
、
そ
の
「
犯
行
記
録
」
を
彼
ら
自

身
が
認
め
、
出
版
物
と
し
て
配
布
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
財
団
が
自
ら
の

歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
平
成
13
年
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11
月
22
日
に
発
行
し
た
小
冊
子
「
菅

谷
之
荘
七
十
年
史
」
の
１
２
７
ペ
ー

な
い
集
団
…
…
。
そ
の
集
団
が
免
税

特
権
を
施
さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ
り
、

あ
ろ
う
こ
と
か
人
の
道
を
説
い
た
安

岡
正
篤
氏
を
擁
す
る
財
団
法
人
の
実

態
で
あ
る
こ
と
が
、
本
紙
に
と
っ
て

の
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

本
紙
を
動
か
し
た
も
の
は
何
よ
り
、

善
意
を
示
し
た
多
数
の
人
々
の
「
涙

へ
の
共
感
」
で
あ
る
。
や
み
く
も
に

ス
ク
ー
プ
を
追
う
べ
く
「
違
法
行
為

を
犯
し
て
い
る
か
ら
郷
学
研
修
所
を

追
及
し
は
じ
め
た
」
の
で
は
な
い
。

「
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
者
へ
の
共
感
」

な
く
し
て
行
政
調
査
新
聞
が
存
在
す

る
意
味
は
な
い
、
と
い
う
の
が
本
紙

の
自
負
で
あ
る
。

本
紙
は
十
分
な
時
間
を
か
け
、

（
財
）
郷
学
研
修
所
が
現
在
進
行
形

で
行
っ
て
い
る
収
益
事
業
に
関
し
て

資
料
を
収
集
し
分
析
し
た
。
そ
の
結

果
判
明
し
た
の
は
、
驚
く
べ
き
「
違

法
コ
ピ
ー
販
売
」
の
実
態
だ
っ
た
。

個
人
が
パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
違
法
コ
ピ
ー
販
売
し
て
い
た
、
な

ど
と
い
う
話
と
は
わ
け
が
違
う
。
財

団
法
人
が
他
人
の
著
作
権
を
踏
み
に

じ
る
「
違
法
コ
ピ
ー
収
益
事
業
」
で
、

何
と
６
億
円
近
い
収
益
を
あ
げ
て
い

た
と
い
う
、
驚
く
べ
き
疑
惑
な
の
で

あ
る
。

本
の
「
全
巻
一
括
購
入
」（
９
９
８
，

０
０
０
円
）
が
販
売
の
主
流
で
あ
っ

た
と
い
う
。
ま
と
め
て
購
入
す
れ
ば

「
10
万
円
の
割
引
価
格
」
だ
っ
た
わ

け
だ
。

デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
と
（
財
）

郷
学
研
修
所
と
の
間
に
は
、
著
作
物

に
関
す
る
独
占
複
製
製
作
販
売
権
が

締
結
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
テ
ー
プ
に

関
し
て
言
え
ば
、平
成
３
年
（
91
年
）

11
月
３
日
に
「
原
盤
使
用
契
約
書
」

が
、
ま
た
書
籍
に
つ
い
て
は
平
成
11

年
（
99
年
）
５
月
28
日
に
「
出
版
契

約
書
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
両
者
の
間
で

取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

「
甲
」
を
「
安
岡
記
念
館
郷
学
研
修

所
理
事
長
・
安
岡
正
明
」
と
し
、「
乙
」

を
「
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ

ス
Ｄ
Ｃ
感
性
研
究
所
」
と
す
る
テ
ー

プ
販
売
に
関
す
る
「
原
盤
使
用
契
約

書
」
は
11
条
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い

る
。そ
の
第
１
条
に
は「
甲
は
本
テ
ー

プ
講
話
選
集
が
他
の
著
作
権
を
侵
害

せ
ず
、
充
分
な
る
権
限
を
有
し
て
い

る
こ
と
を
乙
に
保
証
す
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
テ
ー
プ
講
義

録
・
安
岡
正
篤
講
話
選
集
」
の
原
盤

（
音
源
）
の
著
作
権
を
、（
財
）
郷
学

研
修
所
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
保

証
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
郷
学

研
修
所
側
の「
印
税
取
り
分
」は
10
％
。

だ
が
書
籍
に
関
す
る
「
出
版
契
約

書
」
で
は
「
甲
」
は
「
安
岡
正
明
」

氏
個
人
。
財
団
と
は
切
り
離
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
。
安
岡
正
明
氏
に
は

６
％
の
印
税
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

両
契
約
書
は
と
も
に
、
デ
ィ
ー
・

シ
ー
・
エ
ス
社
の
許
可
を
得
な
い
ま

ま
、
郷
学
研
修
所
な
い
し
安
岡
正
明

氏
が
独
自
に
「
安
岡
正
篤
ブ
ラ
ン
ド

著
作
物
」
を
出
版
・
販
売
す
る
こ
と

を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ

デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
側
は
「
安

岡
正
篤
講
話
選
集
刊
行
委
員
会
」
の

名
称
で
安
岡
氏
の
テ
ー
プ
・
書
籍
等

の
編
集
・
出
版
を
独
占
的
に
行
う
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
郷
学
研
修
所
な
い
し
安

岡
正
明
氏
が
著
作
権
を
持
つ『
原
盤
・

資
料
』
を
、
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス

社
が
独
占
的
に
複
製
・
製
作
・
販
売

す
る
」
と
い
う
の
が
、
両
者
の
あ
い

だ
に
こ
れ
ま
で
交
わ
さ
れ
て
き
た
契

約
書
の
骨
子
だ
。

こ
と
は
し
て
い
な
い
」
…
…
。

財
団
側
、
特
に
荒
井
桂
副
理
事
長

は
「
有
権
的
解
釈
」
と
い
う
言
葉
が

お
気
に
入
り
の
よ
う
だ
。
だ
が
本
紙

が
今
回
お
伝
え
す
る
ス
ク
ー
プ
、
財

団
法
人
郷
学
研
修
所
に
よ
る
、
現
在

進
行
中
の
重
大
犯
罪
行
為
を
明
ら
か

に
さ
れ
て
も
な
お
、
財
団
側
は
お
気

に
入
り
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
誤
魔

化
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

「
安
岡
ブ
ー
ム
」
の
陰
で
郷
学
研
修
所

が
精
を
出
し
て
い
た
「
荒
利
ビ
ジ
ネ
ス
」

「菅谷之荘七十年史」127ページ。
彼ら自身が“犯行声明”を滔々と
書き連ねている。むろん彼らは「史
跡現状変更許可」など得ていない。
それどころか土地使用権すらない
　

昭
和
四
十
九
年
五
月
四
日
、
郷
学
研
修
所
研
修
会
館
落
成
式
（
六
月
九
日
）
前
に
開
催
さ
れ
た
全
国
川
薪

会
大
会
で
、
こ
の
議
（
本
紙
註
・
石
柱
建
立
に
つ
い
て
）
は
大
会
決
議
さ
れ
た
が
重
な
る
諸
問
題
（
本
丸

が
国
指
定
・
史
跡
の
為
、
史
跡
現
状
変
更
許
可
を
文
化
庁
長
官
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
）
が
続

出
し
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
五
十
一
年
の
伊
勢
大
会
で
建
立
の
促
進
が
要
望
さ
れ
、
そ
の
御

前
で
卒
業
生
及
び
関
係
者
の
慰
霊
祭
を
挙
行
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
募
金
目
標
額
百
五
十
万
円
が
議
さ

れ
た
の
で
、
土
台
等
は
木
柱
を
石
柱
に
し
碑
文
を
鮮
明
に
す
る
と
い
う
見
解
で
、
現
状
変
更
な
し
で
工
事

を
敢
行
し
、
大
会
（
Ｓ
52
・
11
・
20
）
前
の
十
月
三
十
日
に
之
を
完
成
し
た

の
認
識
に
対
す
る
本
紙
の
質
問
に
対

し
「
県
が
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
何

ら
か
の
有
権
的
解
釈
を
示
し
て
く
れ

ば
、
そ
の
指
示
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
、
あ
え
て
「
有
権
的
解
釈
」

（
社
会
に
お
け
る
最
終
的
判
断
権
者

｜

最
高
裁
や
所
管
官
庁
等
が
と
る

解
釈
）
な
ど
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

自
ら
の
考
え
を
述
べ
た
の
は
、
昨
年

12
月
号
で
既
報
の
通
り
で
あ
る
。
ま

た
本
紙
は
、
同
財
団
側
が
県
教
育
行

政
側
ト
ッ
プ
と
密
約
し
、石
柱
を「
行

政
側
の
預
か
り
物
」
と
い
う
形
で
結

末
づ
け
、
文
化
財
保
護
法
違
反
を
隠

蔽
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
こ
と
を

も
、
あ
わ
せ
て
報
じ
た
。

だ
が
本
紙
報
道
の
の
ち
、
彼
ら
は

関
係
者
に
こ
う
言
い
続
け
て
い
る
と

い
う
。「
我
々
に
問
題
が
あ
る
な
ら

ば
、
県
な
り
国
な
り
が
有
権
的
解
釈

を
示
し
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
れ
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
何
も
悪
い

（
財
）郷
学
研
修
所
の
「
犯
罪
」
そ
の
２
・
悪
質
な
著
作
権
法
違
反

本
紙
は
な
ぜ（
財
）郷
学
研
修
所
の
違
法
行
為
を
取
り
上
げ
る
の
か

ジ
に
は
、
こ
ん
な
驚
く
べ
き
記
述
が

あ
る
。

同
財
団
副
理
事
長
の
荒
井
桂
氏
は
、

土
地
使
用
権
や
文
化
財
保
護
法
違
反

な
ぜ
本
紙
が
（
財
）
郷
学
研
修
所

の
違
法
行
為
を
本
格
的
に
追
及
し
は

じ
め
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

先
に
触
れ
た
「
菅
谷
館
跡
」
に
違

法
建
立
さ
れ
た
石
柱
に
つ
い
て
の
取

材
で
、
本
紙
は
さ
ま
ざ
ま
な
財
団
関

係
者
を
情
報
源
と
し
て
接
触
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
い
わ
ば
「
郷
学
研

修
所
に
利
用
さ
れ
、
苦
汁
を
な
め
さ

せ
ら
れ
て
い
る
」
複
数
の
人
物
の
存

在
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。
詳
細
は
割
愛

す
る
が
、
彼
ら
の
話
に
本
紙
は
唖
然

と
し
た
。
安
岡
正
篤
氏
と
は
「
宰
相

の
師
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
。
日
本
の

指
針
を
示
し
、
人
の
道
を
説
い
た
人

物
で
あ
っ
た
。
そ
の
安
岡
氏
を
偲
び

継
承
し
て
い
る
は
ず
の
（
財
）
郷
学

研
修
所
の
名
の
下
に
、
人
知
れ
ず
涙

を
の
ん
で
い
る
多
数
の
人
々
が
い
る

と
い
う
こ
と
自
体
が
、
看
過
で
き
な

い
事
実
だ
っ
た
。
団
体
自
ら
の
生
き

残
り
の
た
め
に
、
善
意
を
示
し
た
他

人
を
好
き
勝
手
に
利
用
し
、
出
版
や

金
銭
を
含
む
有
形
無
形
の
支
援
を
引

き
出
し
た
か
と
思
え
ば
、
突
如
と
し

て
切
り
捨
て
る
悪
質
で
鼻
持
ち
な
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
「
安
岡
正
篤

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
あ
る
（h

t
t
p
:/
/
w
w
w
.

y
a
s
u
o
k
a
-b
o
o
k
s
.c
o
m
/

）。

運
営
し
て
い
る
の
は
東
京
・
新
宿
区

の
（
株
）
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
。

同
社
は
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に

て
「
安
岡
人
間
学
シ
リ
ー
ズ
」
と
銘

打
ち
、
安
岡
正
篤
氏
の
講
述
を
編
纂

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
を
販
売
し
て

い
る
。
な
か
で
も
眼
を
引
く
の
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
販
売
。
生
前
の
安

岡
氏
の
講
話
を
編
集
・
録
音
し「
テ
ー

プ
講
義
録
・
安
岡
正
篤
講
話
選
集
」

と
し
て
並
べ
て
い
る
。
全
24
集
・

１
８
０
巻
か
ら
な
る
膨
大
な
テ
ー
プ

の
山
だ
。
い
く
ら
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
音

源
」
が
歴
史
的
に
貴
重
な
も
の
と
は

い
え
…
…
ま
た
商
品
化
に
際
し
古
い

音
源
に
補
正
処
理
を
加
え
た
と
し
て

も
、
そ
の
あ
ら
た
な
「
処
理
済
み
音

源
」
を
、
あ
と
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
複
製
し
て
売
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
原
価
を
考
え
る
と
、「
テ
ー
プ

講
義
録
」
の
販
売
金
額
は
目
の
玉
が

飛
び
出
る
ほ
ど
高
額
だ
。

た
と
え
ば
「
第
一
期
」
に
分
け

ら
れ
た
44
巻
の
テ
ー
プ
は
２
６
８
，

４
０
０
0
円
。「
第
二
期
」（
56
巻
）

は
３
４
１
，
６
０
０
円
。
１
８
０
巻

す
べ
て
を
揃
え
る
と
な
る
と
、
総
額

１
，
０
９
８
，
０
０
０
円
に
達
す

る
。
一
時
期
社
会
問
題
に
ま
で
発
展

し
た
、
悪
質
な
教
材
販
売
並
み
の
値

段
と
い
っ
た
ら
失
礼
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ

ス
社
が
「
テ
ー
プ
講
義
録
」
を
第
一

期
〜
第
六
期
に
分
割
し
て
販
売
し
は

じ
め
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と

で
、
同
社
が
ネ
ッ
ト
上
で
通
信
販
売

を
開
始
し
た
平
成
14
年
（
02
年
）
当

時
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
１
８
０

そ
も
そ
も
郷
学
研
修
所
は
「
安
岡
正
篤

氏
の
著
作
権
」
を
有
し
て
い
る
の
か
？

両
契
約
書
に
登
場
す
る
「
安
岡
正

明
」
氏
と
は
、
安
岡
正
篤
氏
の
長
男

（
故
人
）。
正
明
氏
は
長
ら
く
郷
学
研

修
所
の
理
事
長
を
務
め
て
い
た
の
だ

が
、
平
成
15
年
（
03
年
）
に
没
し

た
。
現
在
の
郷
学
研
修
所
は
正
明
氏

の
弟
…
…
安
岡
正
篤
氏
の
次
男
で
あ

る
正
泰
氏
が
理
事
長
に
座
し
て
い
る
。
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調
べ
て
み
な
い
と
…
…
」
と
、
信
じ

ら
れ
な
い
回
答
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
で
は
『
テ
ー
プ
講
義
録
』
の
著
作

権
も
、
財
団
に
あ
る
の
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
？

『
テ
ー
プ
講
義
録
』
は
貴
財
団
が
運

営
の
た
め
の
収
益
事
業
と
し
て
、
現

在
進
行
形
で
販
売
し
て
い
る
主
力
商

品
で
あ
る
は
ず
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
即
答
で
き

な
い
の
か
？
」
と
切
り
込
ん
だ
本
紙

に
対
し
「
と
に
か
く
調
べ
て
み
な
い

と
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
他
の
業
務
が

あ
り
ま
す
の
で
調
べ
る
に
も
ど
れ
ほ

ど
時
間
が
か
か
る
の
か
、
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
問
題
意
識
の

か
け
ら
も
な
い
対
応
を
見
せ
た
。

除
、
編
集
し
た
も
の
が
「
テ
ー
プ
講

義
録
」
に
収
録
さ
れ
た
、
多
く
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
正
体
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
側
と
郷
学
研

修
所
側
に
は
、
複
製
や
販
売
に
関
す

る
い
か
な
る
契
約
も
締
結
さ
れ
て
い

な
い
、完
全
な
「
違
法
コ
ピ
ー
商
品
」

の
疑
い
が
極
め
て
濃
厚
な
の
だ
。

本
紙
は
取
材
の
過
程
で
、
財
団
と

の
独
占
契
約
に
よ
り
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・

エ
ス
社
が
販
売
す
る
「
テ
ー
プ
講
義

録
」
の
う
ち
、
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
と

お
ぼ
し
き
古
い
音
源
の
入
手
に
成
功

し
た
。
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
の

再
生
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
す
ぐ

に
久
保
田
鉄
工
（
当
時
）
の
「
マ
リ

ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
」
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

が
流
れ
、
開
始
音
楽
に
つ
づ
い
て

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

挨
拶
が
は
じ
ま
る
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
久
保
田

鉄
工
提
供
、
講
座
『
暁
の
鐘
』
の
時

間
が
ま
い
り
ま
し
た
。
今
朝
は
『
い

わ
ゆ
る
国
づ
く
り
人
づ
く
り
』
と

題
し
ま
し
て
、
全
国
師
友
協
会
会

長
、
安
岡
正
篤
先
生
に
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
で
は
先
生
ど
う
ぞ

…
…
」　

こ
こ
で
は
じ
め
て
安
岡
正

篤
氏
が
、
朗
々
た
る
印
象
的
な
声
で

語
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
番
組
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
音
楽
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
挨
拶
の
音
声
…
…
こ
う
し
た
も
の

の
す
べ
て
は
、
こ
の
音
源
が
著
作

隣
接
権
で
守
ら
れ
れ
ば
な
ら
な
い

「
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
制
作
物
」
で
あ

る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

制
作
者
側
の
作
品
で
あ
る
番
組
。

そ
の
番
組
の
時
間
の
流
れ
を
勝
手
に

編
集
し
無
断
で
コ
ピ
ー
し
販
売
す
る

な
ど
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。（
財
）
郷
学
研
修
所
の
「
収

益
事
業
」
の
う
ち
、
事
実
上
メ
イ
ン

に
相
当
す
る
部
分
に
著
作
権
法
違
反

の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
著
作
隣
接
権
侵
害
行
為
は
歴

然
と
し
て
い
る
の
だ
。
も
し
財
団
現

理
事
長
・
安
岡
正
泰
氏
が
「
父
の
著

作
権
の
継
承
者
」
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
違
法
性
は
変
わ
ら
な
い
。
著
作
権

と
著
作
隣
接
権
と
は
別
個
の
、
た
が

い
に
独
立
し
た
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。

デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
と
の
独
占

販
売
契
約
は
み
な
、
長
男
・
正
明
氏

の
時
代
に
締
結
さ
れ
た
も
の
だ
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
に
な
っ

た
読
者
諸
氏
は
、
こ
れ
ら
契
約
書
の

大
前
提
…
…
つ
ま
り
「
安
岡
正
篤
氏

の
講
演
等
の
著
作
権
は
、（
財
）
郷

学
研
修
所
が
保
有
し
て
い
る
」
こ
と

を
当
然
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
の
こ
と
す
ら
実
に
怪
し
い
の
で
あ

る
。本

紙
が
昨
年
、
財
団
側
に
取
材
し

た
際
、
同
財
団
副
理
事
長
の
荒
井
桂

氏
は
著
作
権
問
題
に
つ
い
て
「
そ

り
ゃ
著
作
権
は
持
っ
て
い
ま
す
。
当

財
団
の
理
事
長
は
安
岡
正
篤
氏
の
次

男
・
正
泰
氏
で
す
か
ら
ね
」
と
自
信

あ
り
げ
に
回
答
。
だ
が
財
団
内
部
を

知
る
複
数
の
関
係
者
は
異
口
同
音
に

こ
れ
を
一
蹴
す
る
。

「
長
男
の
正
明
氏
は
確
か
に
著
作
権

継
承
者
だ
っ
た
。
だ
が
正
明
氏
が
亡

く
な
っ
た
後
、
そ
の
家
督
相
続
は
正

明
氏
の
子
息
に
移
っ
た
は
ず
だ
。（
安

岡
正
篤
氏
の
）
次
男
・
正
泰
氏
に
著

作
権
が
継
承
さ
れ
て
い
る
は
ず
が
な

い
」再

度
、
財
団
側
に
電
話
確
認
す
る

と
「
わ
か
ら
な
い
」
の
一
点
張
り
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
財
団
は
安
岡
正
篤

氏
の
著
作
物
に
関
す
る
著
作
権
を
有

し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
な

問
題
に
対
し
て
さ
え
、

「
い
ま
す
ぐ
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

全
巻
１
０
０
万
円
の
「
テ
ー
プ
講
義
録
」
の
正
体

そ
の
一
部
は
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
「
暁
の
鐘
」
の
違
法
コ
ピ
ー
番
組
!?

「
出
来
る
限
り
調
査
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
）

現
理
事
長
の
正
泰
氏
が
、
父
の
著

作
物
に
関
す
る
著
作
権
を
継
承
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
…
…
。
実
は
こ
れ
、

郷
学
研
修
所
を
め
ぐ
る
違
法
行
為
の

全
貌
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
些
細
な

問
題
に
す
ぎ
な
い
。
よ
り
大
き
な
問

題
と
は
、
財
団
側
が
「
安
岡
正
篤
氏

の
著
作
物
」
を
販
売
し
、
莫
大
な
利

益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
自
体
に
あ
る
。

売
っ
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
。
そ

れ
が
問
題
な
の
だ
。
よ
り
正
確
に
言

え
ば
「
デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
に

販
売
さ
せ
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
」。

デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
は
財
団
側

が
正
当
な
著
作
権
を
有
し
て
い
る
と

信
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
契
約
書
を
取

り
交
わ
し
た
の
で
あ
る
。同
社
は「
善

意
の
第
三
者
」
で
あ
り
、
財
団
に
よ

る
「
詐
欺
的
著
作
契
約
」
の
、
い
わ

ば
犠
牲
者
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

話
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
「
テ
ー
プ
講
義
録
」
に
焦
点

を
絞
ろ
う
。
講
話
し
て
い
る
の
は
安

岡
正
篤
氏
本
人
。
だ
が
財
団
側
は
こ

の「
音
源
」を
販
売
す
る
権
利
を
持
っ

て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
「
テ
ー
プ

講
義
録
」
に
収
録
さ
れ
た
音
源
の
多

く
は
、
何
と
わ
が
国
有
数
の
Ａ
Ｍ
ラ

ジ
オ
放
送
局
で
あ
る
（
株
）
ニ
ッ
ポ

ン
放
送（
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
）

が
制
作
し
、
過
去
に
放
送
し
た
番
組

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
が
昭
和
34
年
１
月

か
ら
昭
和
38
年
４
月
ま
で
、
４
年
以

上
に
わ
た
り
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

放
送
し
て
い
た
早
朝
番
組
「
暁
の

鐘
」
…
…
。
安
岡
正
篤
氏
が
直
接
出

演
し
講
話
し
て
い
た
こ
の
番
組
の
音

著作隣接権とは？
・著作権法によって、著作物を公衆に伝達するために重要な役割を果たしている

実演家、レコード製作者、 放送事業者および有線放送事業者を保護する制度。 

・著作権と著作隣接権はそれぞれ独立した権利である。

著作隣接権のうち、放送事業者に認められた権利
・複製権：放送を録音・録画及び写真的方法により複製する権利 

・再放送権・有線放送権：放送を受信して再放送したり、有線放送したりする権利 

・テレビジョン放送の伝達権：テレビジョン放送を受信して画面を拡大する特別装

置等で、公に伝達する権利 

・送信可能化権：インターネットのホームページなどを用い、公衆からの求めに応

じて自動的に送信できるようにする権利

番号 放　送　日 題　　名 違　法
音声複製者

違　法
音声から出版 書名・出版日 備　考

1 昭和34年01月05日 新しい年に当って
2 昭和34年02月02日 文明と農村人
3 昭和34年03月02日 父母と教育 PHP文庫 孟子・2005年4月 222頁から
4 昭和34年04月06日 仕事と健康 DCS（株） DCS（株） 心に響く言葉・2000年1月
5 昭和34年05月04日 少年と理想像 DCS（株） DCS（株） 心に響く言葉・2000年1月
6 昭和34年06月01日 健児、慈母、愚妻
7 昭和34年07月27日 肉眼と心眼（一） PHP文庫 活眼・活学・2007年6月
8 昭和34年08月03日 肉眼と心眼（二） PHP文庫 活眼・活学・2007年6月
9 昭和34年09月07日 詩と人生（一） PHP文庫 人生をひらく活学・2003年10月
10 昭和34年09月14日 詩と人生（二） PHP文庫 人生をひらく活学・2003年10月
12 昭和34年10月05日 ※題不明
13 昭和34年11月02日 日本人の心（一） DCS（株） DCS（株） 心に響く言葉・2000年1月
14 昭和34年11月07日 日本人の心（二） DCS（株） DCS（株） 心に響く言葉・2000年1月
15 昭和34年12月07日 題不明
16 昭和34年12月28日 忘年と挨拶
17 昭和35年01月04日 新年の大計
18 昭和35年02月01日 ※題不明
19 昭和35年03月07日 養心と養生 PHP文庫 人生をひらく活学・2003年10月
20 昭和35年04月04日 盧青年の夢 DCS（株） DCS（株） 心に響く言葉・2000年1月
21 昭和35年05月 ※題不明
22 昭和35年06月 日本国人のために（6回連続）
23 昭和35年07月04日 時代と青年
24 昭和35年08月 ※題不明
25 昭和35年09月05日 運命
26 昭和35年10月03日 尊い先例・青年の大業
27 昭和35年11月07日 尊い手紙 邑心文庫 手紙と人生・2000年10月
28 昭和35年12月26日 歳を送る
29 昭和36年01月02日 年頭に思う

30 昭和36年02月06日 朝の論語
朝こそすべて 孔子とその生涯 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月

31 昭和36年03月06日 朝の論語
孔子とその生涯　飲食 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月

32 昭和36年04月03日 朝の論語・日常生活 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
33 昭和36年05月01日 朝の論語・義と利 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
34 昭和36年06月05日 朝の論語・富と貴 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
35 昭和36年07月03日 朝の論語・素朴と文化 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
36 昭和36年08月06日 朝の論語・言と行 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
37 昭和36年09月04日 朝の論語・器と道 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
38 昭和36年10月02日 朝の論語・恒・狂・直 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
39 昭和36年11月06日 朝の論語・器と道 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
40 昭和36年12月04日 朝の論語・人と我 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
41 昭和36年12月25日 朝の論語・正と政 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
42 昭和37年01月01日 新年の挨拶
43 昭和37年01月29日 朝の論語・無道と有道 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
44 昭和37年02月05日 朝の論語・食と兵と信 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
45 昭和37年03月05日 朝の論語・行政と民衆 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
46 昭和37年04月02日 朝の論語・孔子の人と道（１） DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
47 昭和37年05月07日 朝の論語・孔子の人と道（２） DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
48 昭和37年06月04日 朝の論語・憂世と避世 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
49 昭和37年07月02日 朝の論語・君子 DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
50 昭和37年08月06日 朝の論語山水・論語について DCS（株）明徳出版（株）朝の論語・1980年11月
51 昭和37年09月 ※題不明
52 昭和37年10月00日 ※題不明
53 昭和37年11月00日 ※題不明
54 昭和37年12月31日 ※題不明
55 昭和38年01月07日 年頭に想う
56 昭和38年02月 ※題不明
57 昭和38年03月 ※題不明
58 昭和38年04月 ※題不明  暁の鐘  放送終了

【ニッポン放送の朝の番組「暁の鐘」著作権違反調査リスト】
（財）郷学研修所が（株）ディー・シー・エスを通じ、ニッポン放送の番組「暁
の鐘」の内容を、同放送局に無断で違法コピーしていた実態の一覧。
実際に放送された番組から、局側アナウンサーの音声やコマーシャルの部分
を削除、編集し、新たに複製販売品として音声を挿入。この複製音源をカセッ
トテープに収録し、通信販売等によりこれまで10万本以上、販売総額6～7億
円を販売。現在も販売行為を継続している。
さらに財団は同社を通じそのテープ音源を反訳（書き起こし）し、（株）PHP研究
所や（株）明徳出版社をはじめとする各出版社と著作権出版契約を締結。現在
も出版物を販売している。

源
に
対
し
、
局
側
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

音
声
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
部
分
を
削

本
紙
は
さ
っ
そ
く
先
述
の
「
マ
ス

タ
ー
テ
ー
プ
音
源
」
の
一
部
を
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
側
に
送
付
し
、
番
組
「
暁

の
鐘
」と（
財
）郷
学
研
修
所
の「
テ
ー

プ
講
義
録
」
と
の
事
実
関
係
を
確
認

し
た
。
す
る
と
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
側
は

「
な
に
し
ろ
古
い
番
組
な
の
で
調
べ

て
み
な
い
こ
と
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
」と
前
置
き
し「
当
放
送
局
と（
財
）

郷
学
研
修
所
と
の
間
に
、
金
銭
の
授

受
を
主
旨
と
し
た
契
約
関
係
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
」
と
即
答
。
さ
ら
に
数

日
後
、本
紙
は
局
側
（
編
成
管
理
部
）

の
正
式
コ
メ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
。

当
社
と
し
て
の
見
解
は
以
下
の
通

り
で
す
。

も
し
、
こ
の
販
売
さ
れ
て
い
る

テ
ー
プ
が
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
番
組
を

録
音
テ
ー
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
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で
、
そ
れ
が
無
許
可
で
行
わ
れ
て
い

る
行
為
だ
と
し
た
ら
、
放
送
音
源
の

無
断
使
用
と
し
て
明
ら
か
な
法
的
侵

害
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
50
年

近
く
前
の
こ
と
で
す
の
で
、
不
明
な

点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
限

り
調
査
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

以
上※

（
著
作
権
者
で
あ
る
、
実
際
に

お
話
さ
れ
て
い
る
安
岡
正
篤
氏
で
す

が
、
氏
の
許
諾
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

放
送
局
は
録
音
盤
に
対
す
る
著
作
隣

接
権
を
保
有
し
て
い
ま
す
。）

「
不
明
な
点
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
局

側
が
挙
げ
た
の
は
、「『
テ
ー
プ
講
義

録
』
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
う
ち

の
、
ど
れ
が
『
暁
の
鐘
』
の
も
の
で
、

ま
た
い
つ
の
番
組
に
相
当
す
る
の
か
、

時
間
を
か
け
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
」
点
で
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
本
紙
は
、
こ
れ
ま
で
判
明

し
た
「
暁
の
鐘
」
の
放
送
日
と
題
名
、

ま
た
そ
の
番
組
の
ど
れ
が
デ
ィ
ー
・

シ
ー
・
エ
ス
社
の
「
テ
ー
プ
講
義

録
」
に
使
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
無
断

反
訳
（
書
き
起
こ
し
）
さ
れ
書
籍
と

し
て
出
版
さ
れ
た
か
を
、
可
能
な
限

り
調
査
し
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。
そ

し
て
同
じ
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ

に
属
し
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
親
会
社

に
相
当
す
る
（
株
）
フ
ジ
テ
レ
ビ
に

も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を

問
う
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
側
は
開
口
一
番
に
明

言
し
た
。

「
わ
れ
わ
れ
放
送
事
業
者
に
と
っ
て

著
作
権
と
は
、
絶
対
に
譲
る
こ
と
の

で
き
な
い
生
命
線
で
す
。
特
に
フ
ジ

サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
は
著
作
権
法
違

反
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
毅
然
と

し
て
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
個

人
に
よ
る
数
万
円
程
度
の
少
額
な
違

法
コ
ピ
ー
行
為
に
さ
え
、
わ
れ
わ
れ

は
権
利
の
侵
害
を
見
逃
す
こ
と
な
く

敢
然
と
立
ち
向
か
い
、
勝
利
を
収
め

て
き
ま
し
た
」

そ
し
て
本
紙
が
提
示
し
た
証
拠
物

件
や
資
料
等
に
目
を
通
し
、
あ
わ
せ

て
文
化
財
保
護
法
違
反
（
石
柱
）
に

話
が
及
ぶ
と
「
こ
れ
が
事
実
な
ら
、

ま
る
で
順
法
精
神
の
か
け
ら
も
な
い

財
団
で
す
ね
…
…
」
と
呆
れ
つ
つ
、

本
件
に
関
し
て
き
ち
ん
と
し
た
調
査

体
制
を
組
む
と
明
言
し
た
。
放
送
事

業
者
と
し
て
至
極
ま
っ
と
う
な
姿
勢

で
あ
り
、
今
後
の
同
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
動
き
が
注
目
さ
れ
る
段
階
に
至
っ

た
。

岡
家
」
の
取
り
分
と
な
り
、
４
％
が

郷
学
研
修
所
に
回
っ
て
く
る
。「
財

団
法
人
の
運
営
の
た
め
の
収
益
事

業
」
で
あ
り
、
減
税
特
権
を
付
与
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ

る
。こ

の
点
を
財
団
側
に
問
う
と
、
荒

井
副
理
事
長
（
元
・
埼
玉
県
教
育
長
）

は
こ
う
答
え
た
。

「
い
や
、
そ
れ
は
む
し
ろ
我
々
の
認

識
と
は
違
う
。
我
々
は
、『
安
岡
家
』

か
ら
４
％
分
の
支
援
を
受
け
て
い
る
、

と
考
え
て
い
る
」。

そ
の
「
安
岡
家
」
の
正
泰
氏
が
、

ま
さ
に
財
団
の
理
事
長
な
の
だ
。
本

来
な
ら
ば
財
団
が
10
％
を
収
益
事
業

の
利
益
と
し
て
得
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
あ
る
い
は
10
％
を
「
公
益
法

人
の
減
税
措
置
」
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
に
か
け
て
か
ら
、
６
％
を
安
岡

家
に
「
配
分
」
す
る
と
い
う
、
脱
税

行
為
を
犯
し
て
い
る
の
か
？
財
団
の

運
営
に
関
わ
る
質
問
を
発
し
て
も
、

た
と
え
ば
決
算
書
が
「
い
ま
見
あ
た

ら
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
」
と
逃
げ
、

菅
谷
館
跡
の
土
地
使
用
権
に
は
「
そ

ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
う

そ
ぶ
く
そ
の
様
子
は
、
公
益
法
人
の

あ
る
べ
き
姿
で
は
決
し
て
な
い
。

近
年
ま
で
、
担
当
の
社
会
保
険
労

務
士
さ
え
い
な
か
っ
た
と
い
う
財
団

法
人
郷
学
研
修
所
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
を
口
う
る
さ
く

言
う
職
員
も
い
な
け
れ
ば
、
民
間
企

業
の
よ
う
に
切
磋
琢
磨
す
る
社
会
で

も
な
い
。「
安
岡
ブ
ー
ム
」
が
到
来

し
て
も
「
本
家
」
の
威
光
で
市
場
を

難
な
く
独
占
し
、「
安
岡
正
篤
の
遺

徳
」
を
美
田
と
し
、
財
団
ト
ッ
プ
同

士
が
互
い
に
貪
り
合
っ
て
い
る
…
…

と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
約
10
万
本
、
約
6
億
円

と
推
定
さ
れ
る
違
法
コ
ピ
ー
・
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
販
売
実
績
に
対
す

る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
局
側
の
追
及
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
致
命
的
に
重
要
で
あ

ろ
う
。
も
は
や「
有
権
的
解
釈
」云
々

で
は
逃
げ
ら
れ
な
い
。
１
８
０
巻
の

テ
ー
プ
の
中
に
、
た
っ
た
１
本
で
も

「
違
法
コ
ピ
ー
」
が
混
じ
っ
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
だ
け
で
も
う
こ
の「
公

益
法
人
」
は
ア
ウ
ト
な
の
だ
。

最
後
に
、
郷
学
研
修
所
を
め
ぐ
る

「
著
作
権
利
図
」
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
が
財
団
法
人
の
あ
る
べ

き
姿
な
の
か
。
昭
和
の
碩
学
と
呼
ば

れ
た
故
・
安
岡
正
篤
氏
が
望
ん
だ
の

は
、こ
ん
な
「
遺
徳
を
擁
す
る
団
体
」

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

郷
学
研
修
所
よ
、
恥
を
知
れ
！
■

（
財
）郷
学
研
修
所
に
「
公
益
法
人
」
の
資
格
な
し
！

安
岡
正
篤
氏
の
遺
徳
を
「
美
田
」
と
し
、群
が
り
貪
る
行
為
に
恥
を
知
れ
！

公
益
法
人
の
趣
旨
と
は
異
な
り
、

財
団
法
人
郷
学
研
修
所
の
実
態
と

は
「
公
共
に
寄
与
す
る
」
ど
こ
ろ
か
、

公
共
に
害
を
振
り
ま
く
「
罪
団
」
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
法
は
知
ら

な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」
と
は

い
え
、
法
律
に
疎
い
が
ゆ
え
の
過

失
、
と
い
う
一
面
も
あ
ろ
う
。「
悪

意
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う

に
、
行
政
調
査
新
聞
は
な
ぜ
そ
こ
ま

で
郷
学
研
修
所
を
悪
し
ざ
ま
に
言
う

の
か
」
と
非
難
す
る
読
者
が
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
本
紙
は
荒
井
桂
副
理
事
長
を

は
じ
め
財
団
ト
ッ
プ
に
直
接
面
会
し
、

さ
ら
に
電
話
取
材
を
も
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
本
紙
が
取
材
過
程
で
知
り
得

た
、
財
団
に
苦
渋
を
な
め
さ
せ
ら
れ

た
人
々
の
「
人
知
れ
ぬ
涙
」
を
知
っ

て
い
る
。
本
文
に
書
か
な
か
っ
た
感

触
を
も
総
合
す
る
と
、
彼
ら
は
「
確

実
に
知
っ
て
い
て
違
法
行
為
を
犯
し

て
い
る
」
の
で
あ
る
。「
安
岡
正
篤
」

の
名
前
さ
え
あ
れ
ば
何
を
や
っ
て
も

許
さ
れ
る
、
と
で
も
勘
違
い
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い

姿
勢
が
か
い
ま
見
え
る
の
は
、
偽
り

な
き
事
実
で
あ
る
。

財
団
の
構
造
上
の
問
題
…
…
つ
ま

り
「
安
岡
正
篤
の
遺
徳
」
を
擁
す
る

財
団
法
人
に
、
そ
の
「
安
岡
家
」
の

人
間
が
理
事
長
と
し
て
君
臨
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
弊
害
が
、
郷
学
研
修

所
と
い
う
、
本
来
な
ら
ば
安
岡
正
篤

氏
を
生
前
か
ら
知
る
人
々
が
運
営

し
、
安
岡
人
間
学
を
よ
り
一
層
輝
か

せ
る
こ
と
の
で
き
る
せ
っ
か
く
の
場

を
「
駄
目
に
し
て
い
る
」
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

奇
妙
な
こ
と
に
、
郷
学
研
修
所
は

デ
ィ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
社
の
独
占
販

売
権
と
は
別
に
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
暁

の
鐘
」
の
反
訳
書
籍
を
複
数
の
出
版

社
に
出
版
・
販
売
さ
せ
て
い
る
。
書

籍
の
印
税
10
％
の
う
ち
、６
％
が「
安


